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【通 信】 

総 会 報 告 

日 時：2015 年 7 月 25 日（土） 15:30～16:00 
会 場：北海学園大学 豊平キャンパス 7 号館 D31 教室 

 
１．議題 
（1）2014 年度事業報告および決算報告  
2014 年度事業報告 
① 研究会・総会の開催（詳細は会誌 11 号【通信】欄参照） 

第 1 回研究会・総会 
 2014 年 7 月 13 日（日）13:30～17:00  北海学園大学 豊平キャンパス 
 研究発表 4 件 
 総会：2013 年度事業報告・決算報告、2014 年度事業計画・予算案など 
第 2 回研究会 
 2014 年 11 月 15 日（土）13:00～16:50 

16 日（日）10:00～12:00  帯広百年記念館 2 号室 
 研究発表 4 件 
 

② 講演会等の開催 
 2014 年 11 月 16 日（日）帯広百年記念館 2 号室 
  特別企画  
   「音楽ってなあに ―楽器の文化あれこれ鼎談―」 
    （詳細は会誌 11 号【講演会等報告】欄参照） 

 
③ 会誌第 11 号の刊行（2015 年 3 月刊行、143 ページ） 

論文 3、研究ノート 4、書評・紹介 3 
 

④ シンポジウム等後援 
・第 29 回北方民族文化シンポジウム 
「環境変化と先住民の生業文化 －開発と適応－」 
（2014 年 10 月 4 日（土）、5 日（日）オホーツク・文化交流センター） 
 

⑤ ホームページ更新 
月平均 2 回ほど更新。2014 年 7 月から 1 年間のアクセス数約 1400 件（のべ 15400
件） 

 

⑥ 新規入会 5 名 
 
 

http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
http://www.geocities.jp/dou_minzoku/0506jigyo.html
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2014 年度決算報告 
収 支 報 告   

収入の部 予 算 実 績 差 額 備 考 

繰越金 690,590 690,590 0  

会費収入（2015年3月まで） 

2014年度会費 

過年度分未収会費 

先払い分 

 

180,000 

15,000 

0 

 

120,000 

3,000 

27,000 

 

△ 60,000 

△ 12,000 

27,000 

 

3,000円×40人 

3,000円×1人 

3,000円×9人 

小計 195,000 150,000 △ 45,000 3,000円×50人 

会費収入（2015年4月） 

2014年度会費 

2015年度会費 

先払い分 

 

0 

0 

0 

 

0 

30,000 

0 

 

0 

30,000 

0 

 

 

3,000円×10人 

小計 0 30,000 30,000 3,000円×10人 

会誌販売収入 

雑収入 

20,000 

0 

12,400 

83 

△ 7,600 

83 

 

銀行利息 

合 計 905,590 A 883,073 △ 22,517  
 

支出の部 予 算 実 績 差 額 備 考 

2014年度会誌印刷費 

通信費 

文具・消耗品費 

アルバイト謝金 

ホームページ管理費 

予備費 

役員旅費補助費 

170,000 

25,000 

10,000 

80,000 

20,000 

80,000 

0 

168,000 

29,304 

4,291 

66,000 

10,000 

63,034 

30,000 

2,000 

△4,304 

5,709 

14,000 

10,000 

16,966 

△ 30,000 

 

 

 
講師謝金含む 

 
書類請求費用・学会賞経費・ 
研究会費用 
役員会 

合 計 385,000 B 370,629 14,371  
                （単位：円） 

Ａ－Ｂ＝ 512,444 円 （次年度繰越金） 
 
収入・支出ともに適正に処理されていることを確認いたしました。 
 
 

2015年 7月 
監査委員 野口 明広 

2015年 7月  
監査委員 中村 和之 
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（2）2015 年度事業計画および予算案  
2015 年度事業計画  

１．総会の開催（第 1 回研究会と同日開催）  
２．研究会の開催（2 回：7 月，11 月） 

第 2 回研究会を 2015 年 11 月 28 日（土）酪農学園大学（江別市）で開催予定。

（その後、開催校の事情により 12 月 12 日（土）午後に変更） 
３．講演会等の主催／共催／後援 

第 30 回北方民族文化シンポジウム（2015 年 10 月 24，25 日、網走市）の後援 
他は未定だが、随時提案・通知する。 

４．『北海道民族学』第 12 号の刊行（11 月末日エントリー締切、12 月末日原稿締切） 
 
 

2015 年度予算 
北海道民族学会 2015 年度 予算案 

収入の部 前年度実績 予 算 備 考 

繰越金 690,590 512,444  

会費収入 当該年度会費 

過年度分未収会費 

先払い分 

150,000 

3,000 

27,000 

180,000 

30,000 

0 

3,000円×60人    

3,000円×10人  

会誌販売収入 

雑収入 

12,400 

83 

20,000  

合 計  883,073 742,444  
 

支出の部 前年度実績 予 算 備 考 

2015年度会誌印刷費 

通信費 

文具・消耗品費 

アルバイト謝金 

ホームページ管理費 

役員旅費補助費 

予備費 

次年度繰越 

168,000 

29,304 

4,291 

66,000 

10,000 

30,000 

63,034 

512,444 

170,000 

50,000 

5,000 

100,000 

20,000 

30,000 

80,000 

287,444 

 
クロネコメール便（@82円）廃止につき、ゆう
メール（@300円）の利用増 

 

 

 

合 計  370,629 742,444  

（単位：円） 

 
 
（3）総会議事 

1．2014 年度決算および事業報告ならびに 2015 年度予算案について事務局から説明が

あり、原案どおり了承された（詳細は上記(1)(2)）。 
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 2．役員改選について 
本年度が役員改選の年度にあたるが、現会長と現事務局が再任されることが了承

された。また監事については、甲地委員および平田委員の両氏とすることが承認

された。 
 

 3．会誌アーカイブ化について 
現在進行中のアーカイブ化作業は、１０月までに執筆者から承認を得る作業を終

了する予定であることが報告された。 
 

 4．本年度第 2 回研究会について 
次回研究会を酪農学園大学（江別市）で、2015 年 11 月 28 日（土）午後に行う

予定であることが報告され、積極的な参加と研究発表申し込みが呼びかけられた。

（その後、開催校の事情により 12 月 12 日（土）午後に変更） 
 

 5．学会奨励賞の決定報告と表彰式 
2014 年度奨励賞を荒山千恵氏に授与することとしたことが報告され、推薦者の

枡谷隆男氏と甲地利恵氏による推薦理由の説明があった。なお荒山氏は当日所用

で欠席のため、事前に事務局から表彰状と副賞が授与され、受賞の言葉が代読さ

れた。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
北海道民族学会 学会賞規定 
１．北海道民族学会は、民族学、及びその関連分野で顕著な功績のあった者に対し、各年度に学会

賞の募集・選定・授与をおこなう。 
２．学会賞は、北海道民族学会による若手研究者の育成と学術活動の促進・発展を目的とする。 
３．学会賞には、北海道民族学会特別賞（特別賞）と北海道民族学会奨励賞（奨励賞）を定める。 
４．学会賞候補者は、会員からの推薦（自推を含む）によって受け付け、運営委員会により受賞者

を決定する。募集や選考の詳細については別に定める。 
５．学会賞（特別賞及び奨励賞）に選考された者には、賞状ならびに記念品を授与する。 
６．特別賞と奨励賞の対象は以下の通りとする。 

(1) 特別賞 
  a．候補者は、本会会員とし、年齢は問わない。 
  b．候補者は、民族学及びその関連分野で、学術あるいは事業活動等において顕著な功績が

あり、現在も研究・教育・普及活動等を行っている者とする。 
(2) 奨励賞 
  a．候補者は、本会会員とし、応募時点での年齢が満 40 歳未満であること。 
  b．候補者は、原則として前年度に学術雑誌等に発表した論文・資料等、またフィールドワ

ークを含む研究活動等により、民族学及び、その関連分野において学術上の顕著な業績

を上げ、将来が期待される者とする。審査に際しては、『北海道民族学』に掲載された

論文・研究ノートを優先的な評価対象とする。 
７．この規定は 2012 年度から適用する。 
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2015 年度研究会 （発表要旨は本号に掲載） 

第１回研究会プログラム 

日 時：2015 年 7 月 25 日（土） 13：00～17：00 
会 場：北海学園大学 豊平キャンパス ７号館 Ｄ３１教室 

 
【研究発表】 

1．アン・ロスリン（北海道大学大学院文学研究科） 
「時空間と博物館関係者の視座―北海道博物館テーマ2を事例として」 
2．若林和夫（北海道民族学会会員） 
「これまでから考える、これからに必要なこと―総合的研究分野アイヌ研究におけ

る「若手育成」と「情報共有」から考える「もう一歩」」 
3．梅木佳代（北海道大学大学院文学研究科） 
「明治時代以前の北海道における人とオオカミの関係性―札幌の事例を中心に」 
4．矢崎春菜（北海道大学大学院文学研究科） 
「アイヌ語「ウェンカムイ（悪神）」がさすもの」 

 

第２回研究会プログラム  

日 時：2015 年 12 月 12 日（土）11：00～16：50 
会 場：酪農学園大学 Ｃ１号館２０２教室 

 
【特別企画】 「世界の乳と食の話」 
【研究発表】 

1．山本香織1 石井智美2 （1酪農学園大学大学院  2酪農学園大学） 
「パラグアイと日本における酒の飲み方」 
2．武富静江 1 石井智美 2 （1JICA 日系研修員 2 酪農学園大学） 
「ブラジル日系人の肉と魚への意識」 
3．岡田勇樹 （札幌大学大学院） 
「アイヌの世界観におけるシカ」 
4．中村尚弘 （フィジー南太平洋大学） 
「先住民族の権利と先住民族性（Indigeneity）についての一考察：フィジーの事例

から」 
5．荒山千恵 （いしかり砂丘の風資料館） 
「ハマニンニクの利用と「テンキ」」 
6．甲地利恵 （北海道博物館アイヌ民族文化研究センター） 
「演奏される拍節構造―アイヌ音楽における音頭一同形式の歌を対象に―」 
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2015 年度新入会員 

アン ロスリン （北海道大学大学院文学研究科） 
廣田 千恵子 （NPO 法人北方アジア文化交流センターしゃがぁ） 
宮下 幸光 （札幌市役所） 
本田 大輔 （札幌大学大学院） 
武富 静江 （酪農大学大学院／JICA 日系研修員） 
山本 香織 （酪農大学大学院） 
岡田 勇樹 （札幌大学大学院） 
本田 優子 （札幌大学） 
リシャラテ・アビリム （山口大学） 
 
 

北海道民族学会役員  （2015 年 7 月改選） 
 

会  長  岩崎 まさみ  （北海学園大学） 
運営委員  手塚 薫  （北海学園大学 事務局担当） 
 石井 智美  （酪農学園大学） 
  佐々木 亨  （北海道大学） 
  田村 将人  （札幌大学） 
  津曲 敏郎  （北海道大学） 
  出利葉 浩司   
  中田 篤  （道立北方民族博物館） 
 中村 和之  （函館工業高等専門学校） 
 野口 明広   
  野手 修  （藤女子大学） 
  林 美枝子  （日本医療大学）  
監  事  甲地 利恵  （北海道博物館） 
 平田 昌弘  （帯広畜産大学） 
顧  問  岡田 淳子 

 
 
 

 
 
 

 
北海道民族学会事務局    

062-8605 札幌市豊平区旭町 4 丁目 1-40 
北海学園大学人文学部  

手塚 薫 研究室内  
Tel：011-841-1161 (内線 2290) 

Fax：011-824-7729 
dou-minzoku@mail.goo.ne.jp 
http://douminzoku.web.fc2.com/ 


